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会社概要

Mission
すべての人の移動を楽しくスマートにする

会社名 WHILL株式会社

代表取締役兼
CEO

杉江 理

設立 2012年（平成24年）5月

主な事業内容 パーソナルモビリティの生産
・販売

従業員数 約200名

海外拠点 アメリカ、カナダ、台湾、オラ
ンダ
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すべての人の「近距離移動の足」となり

歩行や体力に不安を感じる方々も自由に近距離を移動できる

WHILLが目指す「電動車椅子」
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背景

日本の後期高齢者の人口

1,748万人
(総人口に占める割合13.8％)

その過半数が

500mを超えて

歩行することが困難

内閣府 「平成30年版高齢社会白書（全体版）」 1 高齢化の現状と将来像

国土交通省 都市局「都市における人の動き－平成22 年全国都市交通特性調査集計結果から－」
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後期高齢者の移動手段（平日）

鉄道, 9%

バス, 5%

自動車（運転） 
35%

自動車（同乗）, 11%

自動二輪車, 2%

自転車
12%

徒歩, 26%

国土交通省 全国都市交通特性調査（平成27年調査）、警察庁　運転免許証の自主返納に関するアンケート調査結果よりWHILL作成

外出困難なし 外出困難あり

鉄道, 3%

バス, 6%

自動車（運転） 
13%

自動車（同乗）, 38%

自動二輪車, 2%

自転車
12%

徒歩, 25%

自主返納をしようと思ったことがある運転継続者の約７割は
返納をためらう理由として「車がないと生活が不便なこと」と回答

1日あたり外出率：　69.1% 1日あたり外出率：　39.6%
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WHILL Model C

電動車椅子の種類とWHILLの特徴

電動車椅子

ハンドル形

ジョイスティック形

● 道路交通法上は歩行者と
して扱われ、歩道を走行

● 運転に免許は不要

● 福祉用具として介護保険を
利用したレンタルが可能（要
介護2以上が目安）

● 安全性の確保は各メーカー
の責任（消費生活用製品）

● ジョイスティック形

● 高齢者にも馴染みやすい
デザイン性

● EUの安全基準に適合
　　　　　※医療機器として

主に身体障害者が利用

主に高齢者が利用

画像は電動車いす安全普及協会ウェブサイトより転載（WHILLを除く）
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新たなユーザー層の開拓

70%が65歳以上 70%以上が電動車いす以外からの乗り換え

WHILL調べ

※WHILL導入前に福祉用具を使用していた利用者を対象に調査
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イメージの刷新

WHILLにより、生活スタイルや気持ちのあり方にポジティブな変化が起きている　　

新しい乗り物に出会った感覚で、

移動が楽しくなった

周りの見る目が明らかに変わったことで、

何でもやってみようという気持ちになった

WHILLがきてから一人で外出できるようにな

り、行動範囲が広がった

後ろから他人に押してもらわなくてもいいので、

「自分で走っている」という気分になった

実際のユーザーの声
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気軽な利用の促進に向けて

常時利用一時利用

安い

高い

負
担
金
額

利用頻度

自費で購入
45万円

介護保険でレンタル
月額2,700円程度

※自費の場合3万円程度

補装具費支給制度で購入
一部〜全額補助

シェアリングサービス
条件を満たす
限られた人のみが
対象

WHILL Model C の利用方法
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シェアリングサービス実現に向けた取組み

展示の概要

● タブレット端末でWHILLを呼び出し
（無人自動走行）

● 乗車・操作して自動停止機能を体感

2019年CES(*)にて、空港でのシェアリングサービスのデモを展示

* アメリカ・ネバダ州ラスベガスで開催される世界最大級の家電・エレクトロニクス技術展示会

世耕大臣の試乗の様子
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屋内外問わずあらゆる施設への展開を目指す


